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問 合 せ 先 取締役業務管理本部長 太 田 譲 二

業績予想の修正および特別損失の計上に関するお知らせ

１. 業績予想の修正

平成23年3月期 通期連結業績予想数値の修正  (平成22年4月1日～平成23年3月31日) (単位:百万円)

の 計 上 を 行 う こ と と な り ま し た の で 、 下 記 の と お り お 知 ら せ い た し ま す 。

当期純利益経常利益営業利益

記

売上高

最 近 の 業 績 動 向 を 踏 ま え 、 平 成 22 年 11 月 12 日 に 公 表 し た業 績 予 想 を 下 記 の 通 り 修 正 す ると と も に、 特 別 損 失

1株当たり当期
純利益 （単位：円）

（％）

11,709 △ 2,096

△ 109.50

△ 656

―

△ 2,556

ご 参 考 : 前 期 実 績
( 平 成 22 年 3 月 期 ) 11,339 △ 1,677

― ―1.8

△ 1,620

増 減 率

今 回 発 表 予 想 (B) △ 166.81

△ 124.00△ 1,900前 回 発 表 予 想 (A) 11,500 △ 1,800 △ 1,900

△ 296

△ 1,608

△ 275増 減 額 (B-A) 209

純

△ 2,175

平成23年3月期 通期個別業績予想数値の修正  (平成22年4月1日～平成23年3月31日) (単位:百万円)

（％）

△ 865 △ 1,240

―

経常利益

△ 710△ 700 △ 46.33△ 730

増 減 率

6,999

1株当たり当期
純利益 （単位：円）当期純利益

―

△ 1,565

売上高

△ 600

営業利益

8,700

△ 19 5

△ 1,950 △ 127.26△ 1,330

前 回 発 表 予 想 (A)

今 回 発 表 予 想 (B)

―

増 減 額 (B-A) △ 1,700

（％）

業績予想の修正理由

（1） 連結

し 欧州の一部の国で財政危機の影響などにより停滞が見られたものの 米国では緩やかな景気回復が続きました

△ 99.04

増 減 率

5,627

△ 19.5

△ 1,359 △ 1,454 △ 1,517
ご 参 考 : 前 期 実 績
( 平 成 22 年 3 月 期 )

通期の世界経済情勢は、金融危機に端を発した世界景気低迷の影響も、アジア新興国の景気拡大は好調を維持

営業利益は、生産体制の見直しや経費圧縮等改善してまいりましたが、原材料価格の上昇や販売価格競争に伴う

しかしながら、当社グループが関連する事務機器業界におきましては、企業の設備投資に対する慎重な姿勢は続き、

し、欧州の一部の国で財政危機の影響などにより停滞が見られたものの、米国では緩やかな景気回復が続きました。

このような状況下で、当社グループの通期の連結売上高は、円高による為替の影響を受けましたが、前回予想の

販売価格競争の激化も相俟って厳しい状況が続いてまいりました。

売 上 総 利 益 の 減 少 が 大 き く 影 響 し 前 回 予 想 の 18 億 円 の 損 失 か ら 20 億 96 百 万 円 の 損 失 経 常 利 益 は 為 替 差

115 億 円 を 、 わ ず か な が ら 1.8% 上 回 る 117 億 9 百 万 円 と な る 見 込 み で あ り ま す 。

売 上 総 利 益 の 減 少 が 大 き く 影 響 し 、 前 回 予 想 の 18 億 円 の 損 失 か ら 20 億 96 百 万 円 の 損 失 、 経 常 利 益 は 為 替 差

利 益 は 、 前 回 予 想 の 19 億 円 の 損 失 か ら 特 別 損 失 3 億 86 百 万 円 等 を 計 上 し た 結 果 、 25 億 56 百 万 円 の 損 失 と

なる見込みであります。

損 1 億 38 百 万 円 の 発 生 等 に よ る 減 少 も あ り 、 前 回 予 想 の 19 億 円 の 損 失 か ら 21 億 75 百 万 円 の 損 失 、 当 期 純
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（2） 個別

万 円 の 発 生 等 に よ り 前 回 発 表 の 7 億 円 の 損 失 か ら 15 億 65 百 万 円 の 損 失 、 当 期 純 利 益 は 、 前 回 発 表 の 7 億 10 百

営業利益は、業務の効率化やコスト削減による販売費及び一般管理費の節減等では、売上高の減少による影響を

個 別 に つ き ま し て は 連 結 と ほ ぼ 同 様 の 理 由 に よ り ま す が 、 通 期 の 個 別 売 上 高 は 、 前 回 発 表を 19.5%下 回る 69億

カ バ ー 出 来 ず 前 回 発 表 の 7 億 30 百 万 円 の 損 失 か ら 13 億 30 百 万 円 の 損 失 、 経 常 利 益 は 、 為 替 差 損 2 億 68 百

99百万円となる見込みであります。

（3） 特別損失の計上について

万 円 の 損 失 か ら 19 億 50 百 万 円 の 損 失 と 大 き く 下 回 る 見 込 み で あ り ま す 。

ま た 、 当 期 純 利 益 に つ き ま し て は 、 「 (3) 特 別 損 失 の 計 上 に つ い て 」 に 記 載 の と お り 、 当 期 末 に お い て 特 別

当社を取り巻く環境は、円高の進行、設備投資の抑止、経済状況の悪化等で当面厳しい状況が続くものと予想さ

損失を計 上し てお りま す。

（4） 配当予想について

社を取り巻 環境 、 高 行、設備投資 抑 、経済状況 等 面厳 状況 続 予

万円を特別損失に計上することとしました。

づき資産の将来の回収可能性、評価額について精査した結果、複写機グループの固定資産の減損損失3億 80百

れ ま す 。 こ れ ら の 状 況 を 考 慮 し 、 事 業 計 画 に つ い て 慎 重 に 検 討 を 重 ね 、 「 固 定 資 産 の 減 損 に 係 る会 計 基 準 」 に基

なお 、 期 末 の 配 当 に つ き ま し ては 、 市 場 環 境 の 悪 化 による業 績へ の影 響が 大き く、 大幅 な損 失を計上 している

（ 注 ）

早期に株主の皆様に利益還元が出来ますよう、業績回復に向け一層の経営努力を重ねてまいりますので、何卒

予定であります。

本 資 料 に 記 載 さ れ て い る 業 績 予 想 の 修 正 に 関 す る 記 述 は 当 社 が 現 在 入 手 し て い る 情 報 及 び

ご 理 解 の 程 お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

なお 、 期 末 の 配 当 に つ き ま し ては 、 市 場 環 境 の 悪 化 による業 績へ の影 響が 大き く、 大幅 な損 失を計上 している

こ と か ら 、 誠 に 遺 憾 で は ご ざ い ま す が 、 当 初 予 想 で 発 表 し ま し た よ う に 、 配 当 の 実 施 を 見 送 り と さ せ て い た だ く

（ 注 ）  本 資 料 に 記 載 さ れ て い る 業 績 予 想 の 修 正 に 関 す る 記 述 は 、 当 社 が 現 在 入 手 し て い る 情 報 及 び

以 上

場 合 が あ り ま す 。

合 理 的 で あ る と 判 断 す る 一 定 の 前 提 に 基 づ き 作 成 し た も の で あ り 、 実 際 の 予 想 数 値 と 異 な る
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